
バリアフリー対策と浸水対策の両面が要求される

見える緑を増やし藤沢の価値向上を

況
を
聞
き
た
い
。

答
弁   

本
計
画
は
避
難
行
動
要

支
援
者
ご
と
の
避
難
支
援
を
目

的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
福
祉

専
門
職
な
ど
関
係
者
が
連
携
し

て
作
成
し
、
住
所
、
氏
名
や
支

援
者
、
避
難
先
を
記
載
要
件
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
適
切
な
避

難
支
援
を
実
施
す
る
た
め
、
支

援
関
係
者
間
で
計
画
を
共
有
す

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　

状
況
と
し
て
は
、
市
の
関
係

部
等
に
お
い
て
情
報
を
共
有
し
、

具
体
的
な
体
制
づ
く
り
に
向
け

た
協
議
を
重
ね
、
新
た
な
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
発
足
し
た
。

質
問   

市
民
と
の
取
組
で
は
、

質
問   

善
行
駅
周
辺
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
事
業
に
つ
い
て
、
工

事
の
進
捗
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁   

本
事
業
は
地
域
の
意
見

を
反
映
し
、
善
行
駅
周
辺
地
区

移
動
円
滑
化
基
本
構
想
及
び
道

路
特
定
事
業
計
画
に
基
づ
き
、

歩
道
の
拡
幅
や
段
差
解
消
を
主

な
目
的
と
し
て
、
道
路
改
良
工

事
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
年
度
は
、
善
行
25
号
線
の

道
路
改
良
工
事
を
実
施
し
て
お

り
、
来
年
度
以
降
に
は
、
善
行

25
号
線
の
未
整
備
区
間
と
、
善

行
５
号
線
、
石
名
坂
善
行
線
の

整
備
を
順
次
進
め
て
い
き
、
令

和
８
年
度
の
事
業
完
了
を
目
指

し
て
い
る
。

質
問   

石
名
坂
善
行
線
は
車
の

出
入
り
の
た
め
の
切
り
下
げ
が

多
く
、
歩
き
づ
ら
く
危
な
い
と

の
声
が
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な

対
策
を
す
る
の
か
聞
き
た
い
。

質
問   

高
齢
者
の
移
動
支
援
に

つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る

と
の
こ
と
だ
が
、
ク
ロ
ス
セ
ク

タ
ー
効
果
（
※
）
も
算
出
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
を

聞
き
た
い
。

答
弁   

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果

ま
た
、
本
路
線
は
浸
水
エ
リ
ア

で
あ
る
が
、
浸
水
対
策
に
つ
い

て
も
、
併
せ
て
聞
き
た
い
。

答
弁   
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
に

つ
い
て
は
、
歩
道
を
車
道
と
段

差
の
少
な
い
セ
ミ
フ
ラ
ッ
ト
形

式
に
し
て
波
う
ち
を
解
消
す
る

と
と
も
に
、
幅
員
を
一.
五
メ

ー
ト
ル
か
ら
二
.
五
メ
ー
ト
ル

に
拡
幅
す
る
。

　

浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

路
線
沿
線
の
一
部
が
内
水
浸
水

想
定
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

今
年
度
実
施
し
て
い
る
道
路
予

備
設
計
委
託
に
お
い
て
、
浸
水

被
害
を
助
長
し
な
い
よ
う
、
道

路
排
水
計
画
を
策
定
し
整
備
を

進
め
る
。

質
問   

個
別
避
難
計
画
の
策
定

に
つ
い
て
、
概
要
及
び
策
定
状

力
を
合
わ
せ
て
課
題
や
困
難
に

挑
む
伴
走
型
の
取
組
が
重
要
だ

が
、
策
定
に
向
け
た
方
向
性
に

つ
い
て
市
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁   

避
難
行
動
要
支
援
者
を

支
援
す
る
自
治
会
・
町
内
会
の

理
解
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
自
治
会
・
町
内
会

相
互
の
意
見
交
換
が
個
別
避
難

計
画
作
成
へ
の
理
解
を
得
る
の

に
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

地
区
防
災
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
計
画
作

成
の
実
施
手
法
を
検
討
す
る
。

　

ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
が
中
心
と
な
り
、
方
針
会
議

の
開
催
や
避
難
訓
練
な
ど
を
実

施
し
な
が
ら
、
お
お
む
ね
５
年

後
を
目
途
に
、
全
市
へ
の
展
開

を
念
頭
に
置
い
た
実
施
手
法
の

確
立
に
向
け
、
業
務
委
託
の
導

入
等
を
含
め
、
段
階
的
に
取
り

組
む
。

質
問   

藤
沢
の
緑
は
郊
外
に
多

く
、
都
市
部
や
住
宅
街
に
少
な

い
。
人
が
行
き
交
う
中
心
部
に

「
見
え
る
緑
」
を
増
や
す
こ
と

が
藤
沢
の
価
値
向
上
に
つ
な
が

る
と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁   

市
街
地
の
緑
は
藤
沢
の

ま
ち
の
景
観
形
成
に
寄
与
す
る

重
要
な
要
素
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
、
売

買
や
相
続
に
伴
う
土
地
利
用
転

換
等
に
よ
り
、
民
有
地
の
緑
は

微
減
傾
向
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
の
市
街
地
の
良
好

の
試
算
は
有
効
性
の
高
い
手
法

だ
が
、
財
政
支
出
を
比
較
し
、

代
替
の
費
用
が
大
き
い
と
き
に

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
の
現

状
に
鑑
み
て
、
算
出
に
つ
い
て

は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
考
え
て

い
る
。

質
問   

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

デ
マ
ン
ド
交
通
事
業
は
利
用
料

金
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
を
算
出

し
、
分
野
別
代
替
費
用
の
兼
ね

合
い
の
中
で
、
市
の
財
政
支
援

を
さ
ら
に
増
や
し
、利
用
料
金
・

市
民
負
担
を
抑
え
る
べ
き
で
は

な
い
か
。

答
弁   

の
り
あ
い
善
行
な
ど
の

乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
地
域
組
織

が
運
行
主
体
と
な
り
、
交
通
事

業
者
に
運
行
を
委
託
し
て
い
る
。

　

市
は
運
行
を
継
続
す
る
た
め

に
、
運
行
主
体
で
あ
る
地
域
組

織
に
毎
年
度
、
車
両
リ
ー
ス
費

に
相
当
す
る
額
と
、
運
営
費
と

し
て
赤
字
分
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額
を
支
援
し
て
お
り
、

ク
ロ
ス
セ
ク
タ
ー
効
果
で
い
う

と
こ
ろ
の
地
域
を
支
え
る
効
果

的
な
支
出
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

ま
た
、
利
用
料
金
に
つ
い
て

は
、
運
営
費
の
収
支
や
乗
車
需

要
な
ど
を
考
慮
し
て
設
定
し
て

い
る
。
今
後
も
安
定
し
て
継
続

的
な
運
行
が
行
わ
れ
る
よ
う
取

り
組
む
。

質
問   

安
倍
元
総
理
の
逝
去
に

伴
う
半
旗
を
掲
揚
し
た
こ
と
に

つ
い
て
、
ま
た
、
い
わ
ゆ
る
旧

統
一
教
会
系
団
体
の
直
系
団
体

が
市
民
会
館
で
本
年
９
月
に
催

し
を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
う
し
た
団
体
に
対
す
る
情
報

公
開
を
行
う
に
は
公
開
基
準
が

無
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
対
応
に
憲
法
上
ど
の
よ

う
な
問
題
が
あ
る
か
、
市
の
見

解
を
聞
き
た
い
。

答
弁   

元
総
理
大
臣
の
逝
去
に

際
し
て
半
旗
を
掲
揚
し
た
こ
と

は
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
も
の

で
あ
り
、
憲
法
や
地
方
公
務
員

法
で
制
限
さ
れ
る
宗
教
的
活
動

や
政
治
的
行
為
に
は
当
た
ら
な

い
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
施
設
の
利
用
等

へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
条
例

や
規
則
等
に
基
づ
き
、
判
断
し

て
い
る
。

質
問   
公
共
施
設
の
利
用
に
は

法
的
基
準
が
あ
る
が
、
半
旗
の

掲
揚
に
は
基
準
が
な
い
。
国
会

も
開
か
ず
に
国
葬
を
決
め
て
何

ら
法
に
の
っ
と
っ
た
対
応
が
無

い
以
上
、
憲
法
に
基
づ
く
判
断

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
憲
法
の
規
定
に
お
い
て
、「
す

べ
て
公
務
員
は
、
全
体
の
奉
仕

者
で
あ
つ
て
、
一
部
の
奉
仕
者

で
は
な
い
」
と
あ
る
。
特
定
の

組
織
団
体
に
奉
仕
す
る
政
治
そ

の
も
の
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。

憲
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
の
は
誰
か
、
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁   

憲
法
を
尊
重
し
擁
護
す

る
義
務
を
負
う
者
は
、
憲
法
の

規
定
に
お
い
て
、「
天
皇
又
は

摂
政
及
び
国
務
大
臣
、
国
会
議

員
、
裁
判
官
そ
の
他
の
公
務
員
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

質
問   

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
に
つ
い
て
、
行
政
だ
け
で

な
く
、
官
民
連
携
し
、
市
民
と

一
体
と
な
っ
て
施
策
を
進
め
て

な
緑
の
確
保
が
課
題
で
あ
る
。

質
問   

緑
を
守
る
担
当
課
は
建

設
部
門
に
入
っ
て
い
る
が
、
時

代
遅
れ
で
あ
る
。
緑
化
は
環
境

政
策
で
あ
り
、
独
立
し
た
部
局

か
環
境
部
に
入
れ
る
べ
き
と
思

う
が
、
市
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
弁   

近
年
、
地
球
環
境
の
劣

化
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、

本
市
で
も
都
市
緑
化
の
推
進
や

生
物
多
様
性
の
保
全
に
つ
い
て
、

様
々
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
遠
藤
笹
窪
谷
公
園

整
備
で
は
、
自
然
が
持
つ
多
様

な
機
能
を
活
用
し
た
生
物
多
様

性
の
保
全
と
遊
水
地
機
能
を
持

た
せ
た
防
災
減
災
に
寄
与
す
る

グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
の
考
え
を

取
り
入
れ
た
整
備
を
実
施
し
て

い
る
。

　

都
市
基
盤
整
備
を
進
め
る
上

で
、
緑
の
機
能
や
効
果
を
最
大

限
に
生
か
す
取
組
を
計
画
段
階

か
ら
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
現

在
の
組
織
形
態
で
あ
る
建
設
部

門
の
中
で
総
合
的
に
進
め
て
い

く
こ
と
が
最
も
効
果
的
で
あ
る

と
捉
え
て
い
る
。

質
問   

フ
レ
イ
ル
予
防
、
認
知

個
別
避
難
計
画
の
策
定

市
民
伴
走
型
の
取
組
を

見
え
る
緑
を
増
や
す

環
境
政
策
と
し
て
推
進

高
齢
者
フ
レ
イ
ル
予
防

デ
ジ
タ
ル
活
用
推
進
を

全
体
の
奉
仕
者
と
し
て

憲
法
に
基
づ
く
行
政
を

い
く
必
要
が
あ
る
が
、
そ
の
効

果
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
聞

き
た
い
。

答
弁   

本
市
は
日
本
財
団
、
セ

ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
︲
ジ
ャ
パ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
タ
ン
ド
、
小
田

急
電
鉄
や
三
共
自
動
車
学
校
な

ど
様
々
な
事
業
者
と
協
定
を
締

結
し
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
削

減
や
資
源
循
環
に
つ
な
が
る
取

組
、
環
境
啓
発
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
は
、
事
業
者

自
ら
と
、
そ
の
従
業
員
、
ま
た
、

消
費
者
と
な
る
市
民
へ
の
意
識

改
革
に
も
つ
な
が
り
、
本
市
に

お
け
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の

削
減
や
持
続
可
能
な
循
環
型
社

会
形
成
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

質
問   

環
境
負
荷
を
軽
減
す
る

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
官
民
連
携

で
進
め
る
に
当
た
り
、
指
定
収

集
袋
を
レ
ジ
袋
と
同
じ
く
一
枚

（※）クロスセクター効果…地域公共交通の運行に対して行政が負担している財政支出と、地域公共交通を廃止した時に追加的に必要となる分野別代替費用、例えば病院送迎バスなどの実施費用
　　　　　　　　　　　　  というコスト同士を比較するもの。

石
名
坂
善
行
線
整
備

バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
浸
水
の
対
策
を

段
差
解
消
実
施
と
排
水
計
画
策
定
す
る

デマンド交通の安定的継続

財政支援を増やし市民負担軽減を
クロスセクター効果の算出

症
対
策
の
観
点
か
ら
も
、
高
齢

者
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
を
推
進
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

市
と
し
て
高
齢
者
を
対
象
に
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
取
組
を
行

っ
て
い
る
が
、
現
状
と
今
後
の

取
組
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁   

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
在

宅
生
活
は
、
高
齢
者
の
外
出
や

交
流
の
機
会
を
減
ら
し
、
認
知

機
能
や
フ
レ
イ
ル
状
態
の
悪
化

に
つ
な
が
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

在
宅
に
お
け
る
介
護
予
防
・

フ
レ
イ
ル
対
策
、
認
知
症
対
策

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
捉
え
て
お
り
、
高
齢
者

が
安
心
し
て
在
宅
生
活
を
送
る

う
え
で
、
従
来
型
の
対
策
と
併

せ
て
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
介
し
た
デ
ジ

タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
た

対
策
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

一
方
、
在
宅
生
活
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

高
齢
者
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー

や
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
な
ど

が
課
題
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し

て
は
、
携
帯
電
話
会
社
に
よ
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
パ
ソ
コ
ン

教
室
な
ど
、
住
民
主
体
の
支
援

活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
ユ
ー
ザ

ー
体
験
と
し
て
、
高
齢
者
が
楽

し
い
う
れ
し
い
と
思
え
る
よ
う

な
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

そ
の
先
の
介
護
予
防
、
フ
レ
イ

ル
対
策
、
認
知
症
対
策
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
。

　

高
齢
者
支
援
に
お
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
の
利
活
用
は
必

要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
た
め
、
関
係
部
局
や
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

か
ら
購
入
可
能
と
し
、
買
い
物

袋
と
し
て
活
用
す
る
と
い
っ
た

手
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
市
の

見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁   

市
民
が
買
い
物
の
際
に

や
む
を
得
ず
レ
ジ
袋
を
購
入
す

る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
レ

ジ
袋
で
は
な
く
指
定
収
集
袋
を

購
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ら
な
る
レ
ジ
袋
の

削
減
が
図
ら
れ
、
環
境
負
荷
の

軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。

　

販
売
方
法
等
の
課
題
は
あ
る

が
、
官
民
連
携
で
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
く
。指定収集袋を１枚から購入できれば環境負荷軽減につながる

武藤 正人
藤沢市
公明党

石井 世悟
市民クラブ

藤沢

清水 竜太郎
民主・無所属

クラブ

北橋 節男
市民クラブ

藤沢

原田　建
アクティブ

藤沢

市
の
ご
み
指
定
収
集
袋

レ
ジ
袋
と
し
て
活
用
を

井上 裕介
市民クラブ

藤沢

土屋 俊則
日本共産党
藤沢市議会
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